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晴れ着で記念撮影に収まる新成人たち（行方市民会館）

旧交を温め、記念写真を撮影する新成人たち進行を担当した土子俊郎さん（右）と大川美歌さん

合
併
後
、
初
め
て
の
行
方
市
成
人

式
が
１
月
８
日
、
行
方
市
文
化
会
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
め
で
た
く
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
た
行
方
市
の
新
成
人
は
６
０
３

人
（
男
２
８
７
人
・
女
３
１
６
人
）

の
う
ち
、
４
６
７
人
が
出
席
し
て
、

晴
れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
会
場

で
は
華
や
か
な
晴
れ
着
姿
や
ス
ー
ツ

姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
ら
が
、
楽

し
そ
う
に
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

市
誕
生
後
初
め
て
の
成
人
式
は
、

新
成
人
が
中
心
と
な
っ
た
実
行
委
員

会
が
昨
年
10
月
か
ら
毎
月
一
回
集
ま

り
、
受
付
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

進
行
な
ど
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し

た
。式

典
で
坂
本
市
長
は
「
責
任
あ
る

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持

っ
て
、
活
力
の
あ
る
心
豊
か
な
郷
土

行
方
市
の
創
造
や
、
平
和
な
国
際
社

会
実
現
の
た
め
に
一
層
、
知
性
を
磨

き
、
身
体
を
鍛
錬
し
、
そ
の
原
動
力

と
し
て
、
限
り
な
く
成
長
さ
れ
ま
す

よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と

激
励
。

新
成
人
を
代
表
し
て
原
貴
文
実
行

委
員
長
が
「
両
親
を
始
め
、
こ
れ
ま

で
支
え
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に

心
よ
り
感
謝
し
、
少
し
で
も
早
く
大

人
の
社
会
に
慣
れ
、
自
覚
を
持
ち
、

一
人
前
の
大
人
に
近
づ
け
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
二
十
歳

の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
新
成
人
は
坂
本
市

長
ら
も
交
え
て
記
念
撮
影
し
、
久
し

ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
た
ち
と
歓
談

し
ま
し
た
。

大人への誓い新たに 

合
併
後
初
の
行
方
市
成
人
式 
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企画・運営を担った実行委員会のメンバー

新成人の皆さんへ中学校時代

の恩師から、お祝いのメッセ

ージを頂きました
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瀬
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瀬
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成
人
式
実
行
委
員
会

原
はら

貴
たか

文
ふみ

さん

行方市山田

成人を迎えて思うことは、

もう子供ではない、大人とし

ての自覚を持たなければいけ

ないということです。

これからは、その自覚をも

ち、世間から尊敬されるよう

な大人になれるように日々頑

張りたいと思います。

山本
やまもと

愛
まなみ

さん

行方市手賀

一つの節目、そしてスター

ト地点。二十代は人生の交差

点であり、また人生を左右す

る大きな分かれ道です。

これまで支えて下さった

方々に改めて感謝し、充実した

明るい未来に向かって一歩ず

つ歩んでいこうと思います。

内山
うちやま

和
かず

樹
き

さん

行方市青沼

私は、周りの笑顔を大切に

したいです。なぜなら笑顔は

心にゆとりと幸せを与えてく

れると実感しているからです。

今後は、成人として色々な

責任がありますが、日々自覚

を持ち行動して行きたいと思

います。

20歳になっての抱負 20歳になっての抱負 20歳になっての抱負 


